
二 次 元
コ ー ド を

入 れ る

講演要旨講演要旨

第73回 Tonomachi Cafe

〒210-0821　神奈川県川崎市川崎区殿町3－25－10　Research Gage Building Tonomachi 'RGBⅡ）1階

16:00～17:30
12.18

ネ ッ ト ワ ー キ ン グ

2026.

FR
I

 中井 大介 氏

開 催 場 所 　 L I N K- J ラ ウ ン ジ

お申し込みは
コチラ

044-589-4780
event-ksfcl@kawasaki-net.ne.jp

川崎市産業振興財団
殿町キングスカイフロント
クラスター事業部

出口  恒夫 氏

講 　 演 16:00 - 16:45
Q & A セ ッ シ ョ ン 16:45‐17:00

17:00 - 17:30

1995年、三共株式会社（現・第一三共株式会社）に入社。
アスビオファーマ株式会社への出向期間（2015年から3年間）
を含め、非臨床薬物動態研究に従事。
2019年から4年間、臨床バイオマーカー測定および臨床生体
試料管理を担当。2023年より現職。

2005年、三共株式会社（現・第一三共株式会社）に入社。
非臨床薬物動態研究に従事した後、2018年よりAntibody Drug
Conjugate (ADC) のトランスレーショナルリサーチに携わる。
2024年より非臨床薬物動態研究を担当し、2025年よりバイオ
アナリシスグループのグループ長を務める。

第一三共株式会社
研究開発本部
薬物動態研究所長

製 薬 ・ バ イオ 関 連 企 業 や ス タ ー トアッ プ の 研 究 者 、 事 業 開 発 、
創 薬 研 究 に 携 わ る ア カ デ ミ ア の 方 な ど 、 ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い ！

医薬品開発における
薬物動態評価の基礎 
― 非臨床から承認申請まで

医薬品開発における
薬物動態評価の基礎 
― 非臨床から承認申請まで

医薬品の研究開発では、薬物が体内でどのように吸収・分布・代謝・排泄されるかを示す「薬物動態」を
理解し、得られた情報を非臨床試験および臨床試験における有効性・安全性の評価や適切な用法・用量の
設定につなげることが重要です。本講演では、非臨床試験から臨床試験、承認申請に至る薬物動態評価の
基本的な考え方を概説します。さらに、実際の上市医薬品を例に、薬物動態特性や患者間の個人差、薬物
相互作用などの評価が、医薬品の開発や臨床使用条件の設定にどのように活用されるかを紹介します。

第一三共株式会社
研究開発本部
薬物動態研究所  第三グループ長

https://ws.formzu.net/fgen/S87239480/

